
                  

逗
子
市
誕 

 
 長

柄
桜
山
古
墳
群
と
は
、
逗
子
市
と

葉
山
町
の
境
界
線
上
の
桜
山
丘
陵
に

立
地
す
る
２
基
の
前
方
後
円
墳
か
ら

な
る
も
の
で
す
。 

     
  

    

 

平
成
11
年
3
月
、
こ
の
場
所
は
携

帯
電
話
の
ア
ン
テ
ナ
建
設
工
事
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
伐
採
、
整
地
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
葉
山
町
在
住
の
考
古

学
愛
好
家
の
東
家
洋
之
助
（
と
う
や
よ

う
の
す
け
）
氏
が
埴
輪
の
破
片
を
発
見

し
、
現
地
調
査
に
よ
っ
て
大
型
の
前
方

後
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
程
な
く
、
西
へ
約
500

m
離
れ
た
場
所
で
も
同
規
模
の
前
方

後
円
墳
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
発
見
さ

れ
た
順
に
1
号
墳
、
2
号
墳
と
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
墳
長
90

m
前
後
の

2
基
の
古
墳
は
、
県
内
で
現
存
す
る

古
墳
と
し
て
は
最
大
級
の
規
模
で
、
古

墳
時
代
前
期
後
半
の
4
世
紀
末
の
築

造
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

関
東
地
方
の
歴
史
を
知
る
上
で
大

変
価
値
の
あ
る
こ
の
古
墳
群
は
、
平
成

14
年
12
月
19
日
付
で
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。 
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逗子の遺跡① 長柄
な が え

桜山
さくらやま

古墳群
こふんぐん

 

前
方
後
円
墳
の
発
見

ま
で 

西から見た第１号墳の全景 



 
こ
の
表
は
2
基
の
古
墳
の
概
要
を

示
す
も
の
で
す
。
墳
長
差
比
高
差
と
は
、

前
方
部
と
後
円
部
の
高
さ
の
差
の
こ

と
で
す
。
1
号
墳
は
埋
葬
施
設
が
あ

る
後
円
部
が
よ
り
高
く
造
ら
れ
て
い

ま
す
。
1
号
墳
は
く
び
れ
が
あ
り
細

長
く
、
2
号
墳
は
寸
胴
で
幅
広
い
形

で
す
。
段
築
と
は
古
墳
の
周
り
を
階
段

状
に
し
た
も
の
、
葺
石
と
は
瓦
を
葺
く

よ
う
に
置
い
た
こ
ぶ
し
大
の
石
の
こ

と
で
、
共
に
装
飾
的
要
素
を
持
つ
も
の

で
す
。
1
号
墳
に
は
2
号
墳
の
よ
う

に
葺
石
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
白
色
化
し

た
泥
岩
層
で
造
ら
れ
て
お
り
、
白
く
輝

い
て
見
え
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
埴
輪

に
つ
い
て
は
、
壺
形
と
、
円
筒
形
が
共

存
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。 

 

   

 

山
の
尾
根
に
築
造
さ
れ
て
い
る
た

め
、
低
地
や
海
か
ら
も
、
装
飾
が
施
さ

れ
た
古
墳
は
目
立
つ
存
在
で
あ
っ
た

は
ず
で
す
。
1
号
墳
の
後
円
部
墳
丘

は
左
右
非
対
称
で
、
東
側
が
崩
れ
た
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
に
よ

り
、
こ
の
形
は
築
造
当
初
か
ら
の
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
尾

根
と
い
う
限
ら
れ
た
土
地
で
、
多
く
の

人
々
が
行
き
交
う
と
こ
ろ
に
面
し
た

西
側
部
分
を
重
点
的
に
整
え
て
造
ら

れ
た
と
推
測
で
き
ま
す
。 

古
墳
群
の
近
く
に
は
、
同
時
代
の
池

子
遺
跡
群
や
持
田
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

相
模
湾
沿
い
も
遺
跡
が
点
在
し
、
三
浦

半
島
の
先
の
横
須
賀
市
長
井
地
区
に

も
遺
跡
群
が
あ
り
ま
す
。
長
柄
桜
山
古

墳
群
は
、
交
通
の
要
所
で
あ
る
こ
の
地

域
が
4
世
紀
頃
に
は
既
に
発
達
し
、

人
々
の
生
活
が
活
発
に
営
ま
れ
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

  1 号墳 2 号墳 

全長 91.3ｍ 88ｍ 

後円部径 52.4ｍ 54ｍ 

前方部長 38.9ｍ 34ｍ 

前方部幅 33.0ｍ 45ｍ 

くびれ部幅 24.2ｍ 32ｍ 

墳頂差比高差 3.4ｍ 1.89ｍ 

段築 
後円部 3  

前方部 2 
不明 

葺石 無 有 

埴輪 円筒・壺形 円筒・壺形 

2
基
の
古
墳
に
つ
い
て 

出土した円筒埴輪 



ふれあいロードに咲く

ホウチャクソウ 

 

 
四
月
、
木
の
芽
が
顔
を
出
し
始
め
、

山
々
が
新
緑
の
衣
を
纏
っ
た

季
節
、
蘆
花

記
念
公
園
か

ら
郷
土
資
料

館
を
通
っ
て
、

長
柄
桜
山
古

墳
群
を
巡
っ

て
み
ま
し
た
。 

 

桜
山
に
あ
る
郷
土
資
料
館
脇
の
細

道
を
抜
け
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
を
進
む
と
、
逗
子
市

と
葉
山
町
の
境
界
を
ま
た
ぐ
よ
う
に

2
号
墳
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
2
号

墳
前
方
部
か
ら
は
眺
望
も
よ
く
、
逗
子

の
市
街
地
や
相
模
湾
、
晴
れ
た
日
に
は

富
士
山
が
一
望
で
き
ま
す
。 

こ
の
付
近
は
、
古
東
海
道
筋
に
あ
た

る
場
所
で
、
ヤ
マ
ト
か
ら
東
国
へ
行
く

の
に
、
相
模
か
ら
東
京
湾
を
渡
り
、
上

総
か
ら
下
総
へ
と
回
る
ル
ー
ト
で
、
宝

亀
2
年
（
771
）
以
前
の
官
道
で
し
た
。 

畿
内
方
面
か
ら
来
て
房
総
方
面
へ

行
く
と
き
の
海
上
交
通
路
で
あ
る
要

衝
へ
と
古
墳
が
築
造
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
葺
石
を
施
し
、
し
っ
か
り
と
し

た
畿
内
型
の
前
方
後
円
墳
の
形
を
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
葬
ら
れ
て

い
る
人
物
は
、
大
和
政
権
と
つ
な
が
り

の
あ
る
、
か
な
り
の
有
力
者
で
あ
る
と

い
う
説
が
あ
り
、
そ
の
当
時
に
思
い
を

馳
せ
つ
つ
、
１
号
墳
を
目
指
し
ま
す
。 

  

  

2
号
墳
を
後
に
し
、
ウ
ラ
シ
マ
ソ

ウ
が
群
生
す
る
尾
根
伝
い
の
ふ
れ
あ

い
ロ
ー
ド
を
さ
ら
に
進
み
ま
す
。
1

号
墳
ま
で
の
500
ｍ
の
道
の
り
は
、
小

鳥
の
囀
り
が
心
地
よ
く
聞
こ
え
新
緑

の
季
節
を
愉
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。 

進
行
方
向
に
向
っ
て
右
手
が
葉
山

町
、
左
手
が
逗
子
市
に
な
り
ま
す
。
1

号
墳
も
2
号
墳
と
同
じ
く
、
前
方
部

に
着
き
ま
す
。
前
方
部
か
ら
後
円
部
を

見
る
と
高
低
差
が
3.4
ｍ
も
あ
り
、
と

て
も
大
き
く
立
派
な
古
墳
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。 

1
号
墳
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
本

格
的
な
遺
構
保
存
工
事
に
着
手
し
て

お
り
、
古
墳
全
体
を
く
ま
な
く
歩
く
こ

と
は
ま
だ
で
き
ま
せ
ん
が
、
説
明
板
や

案
内
板
の
設
置
、
園
路
の
整
備
が
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
逗
子
で
発
見

群生する 

ウラシマソウ 

長
柄
桜
山
古
墳
群
探
訪
記 



さ
れ
た
県
内
最
大
級
の
古
墳
群
を
日

常
の
生
活
の
中
で
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
、
学
び
や
憩
い
の
場
所
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

1
号
墳
か
ら
25
ｍ
ほ
ど
階
段
を
下

る
と
す
ぐ
に
葉
桜
住
宅
に
到
着
し
、
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
下
り
帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

          

     

―主な参考資料― 

『シンポジウム 前期古墳を考える(記録集)』70.Z ｼ-2 逗子市教育委員会・

葉山町教育委員会 

『国指定史跡 長柄桜山古墳群第 1 号墳 発掘調査報告書 2012』70.Z ｸ-12 

『よみがえれ 1600 年！長柄桜山古墳群』70.Z ﾖ 長柄・桜山古墳をまもる会 

『逗子―笑顔かがやく未来のまち ずし 市制 60 周年記念誌―』P 213.7 ｽﾞ    

逗子市 

『長柄桜山古墳群―国指定史跡―』70.Z ﾅ  

逗子市教育委員会・葉山町教育委員会 

『郷土史葉山 1,2,4,10』29.H ｷ 葉山郷土史研究会 

『武蔵と相模の古墳』21.A ﾑ 広瀬和雄・池上悟編 雄山閣 

第
1
号
墳
へ 

 
 
 
 

ＪＲ
逗
子
駅
前
バ
ス
の
り
ば
4
番
「
葉
桜
」
行

約
8
分
終
点
「
葉
桜
」
下
車
。
葉
桜
住
宅
端

の
上
り
口
ま
で
西
へ
徒
歩
約
6
分
。
そ
こ
か

ら
階
段
を
3～5
分
（
高
さ
約
25
ｍ
）
上
る
。 

第
2
号
墳
へ 

 

●
逗
子
側
（
2
号
墳
西
側
）
か
ら 

ＪＲ
逗
子
駅
前
バ
ス
の
り
ば
1
番
・
3
番
「
富

士
見
橋
」
下
車
。
蘆
花
公
園
内
の
上
り
口
ま
で

徒
歩
約
5
分
。
そ
こ
か
ら
階
段
路
を
10～15
分

（
高
さ
90
ｍ
）
上
る
。 

 

●
葉
山
側
（
2
号
墳
南
側
）
か
ら 

ＪＲ
逗
子
駅
前
バ
ス
の
り
ば
1
番
・
2
番
か

ら
、
「
長
柄
交
差
点
」
下
車
。
桜
山
ト
ン
ネ
ル

脇
の
上
り
口
ま
で
徒
歩
約
3
分
、
そ
こ
か
ら

階
段
路
を
約
10～15
分
（
高
さ
90
ｍ
）
上
る
。 

◎
付
近
に
は
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん 

◎
最
寄
の
ト
イ
レ
は
蘆
花
記
念
公
園
内
の
み

で
す
。 

ア
ク
セ
ス 

    

古墳周辺の地図 

 1号墳・2号墳の位置や向きが良くわかります 


